
      令  和  ６  年 度 事 業 報 告 

         （令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 

 

  

 

Ⅰ 法人の概要 

１ 設立年月日 

昭和４４年  ５月１４日  社団法人栃木県緑化推進委員会設立 

平成２３年１２月  １日  社団法人とちぎ環境・みどり推進機構として組織改編・名称変更 

平成２４年  ４月  １日  公益社団法人に移行 

   

２  定款に定める目的 

この法人は、緑化の推進、森林整備、環境保全等に関する事業を行い、緑豊かで良好な環境の

県土づくりに寄与すること及び国際貢献を目的とする。 

  

３  定款に定める事業内容 

（１） 緑化の推進及び緑の募金に関すること 

（２） 公益的機能の維持増進のための森林整備に関すること 

（３） 緑化及び森林づくり並びに環境保全に関する団体の育成及び活動の推進に関すること 

（４） 林業労働力の確保の促進に関すること 

（５） 環境保全並びに生物多様性及び自然環境の保全に関すること 

（６） 森林及び環境に関する普及啓発に関すること 

（７） 無料職業紹介事業に関すること 

（８） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

４ 会員の状況                    （令和７年３月３１日現在） 

種   類 当 期 末 前期末比較増減 増 減 内 訳 

正 会 員  ９０ 名    △   １名     個人1名 

賛助会員 １４ 名         

計 １０４ 名         

 

５ 主たる事務所・支部の状況 

主たる事務所：栃木県宇都宮市竹林町１０３０番地２ 

支部：なし  



 

６ 役員等に関する事項                （令和７年３月３１日現在） 

役員区分 氏      名 
常  勤・ 

非常勤の別 
団体名・職名等 

理 事 長 松 崎 禎 彦  常 勤 公益社団法人とちぎ環境・みどり推進機構  

副理事長 江 連 比出市 非常勤 栃木県森林組合連合会代表理事会長 

専務理事   菊 地 眞 一 常 勤 公益社団法人とちぎ環境・みどり推進機構 

理    事 森 島 武 芳 非常勤 矢板市長 （栃木県市長会） 

理    事   平 山 幸 宏 非常勤 那須町長（栃木県町村会） 

理   事 東 泉 清 壽 非常勤 栃木県木材業協同組合連合会理事長          

理   事 篠 原 英 男 非常勤 栃木県山林種苗緑化樹協同組合理事長 

理   事 齋 藤    正 非常勤 栃木県林業振興協会長 

理   事 谷 黒 克 守 非常勤 栃木県建設業協会会長 

理   事 横 堀 章 男 非常勤 (株)下野新聞社取締役 

理   事 菊 池 康 雄 非常勤 (株)栃木銀行相談役 

理  事 大久保 達 弘 非常勤 
東北農林専門職大学教授 

（宇都宮大学名誉教授） 

監    事 川 嶋 健 市 非常勤 (株)北研相談役           

監   事 大 塚 周 之 非常勤 (公財)とちぎ建設技術センター専務理事 

 

７ 職員に関する事項                   

区 分 
職  員  数 

前期末職員数 
R6.4.1～R7.3.31 

男 子    １４ 名 １３名 

女 子   ４ 名 ５名 

合 計    １８ 名  １８名 

    （うち１名は役員兼務） 

 

 

８ 許認可に関する事項 

・該当無し 

 

 

 



 

Ⅱ 事業実績 

本県の有する良好な環境の保全と緑豊かな県土づくりを進めるため、また地球温暖化の防止な

どの国際貢献や森林整備に不可欠な労働力の確保に寄与するため、① 緑化事業の推進、② 県民

協働による森づくりの推進、③ 林業労働力の確保育成に取り組んだ。 

 

１ 緑化事業の推進 

県民共有の財産である森林を守り育て、森林を大切にすることへの県民の理解の促進を図る

ため、緑づくりの普及啓発や緑の募金、次代を担う青少年の育成などの事業を実施した。 

(1) 緑づくり普及啓発事業 

緑化活動を効果的に展開するため、緑づくりの必要性等を広く県民に周知し、緑化思想

の普及と意識の高揚を図った。 

① 普及啓発事業 

国土緑化運動ポスター等の配布のほか、新聞、ラジオ等を活用した広報活動、みどりの

功労者の表彰（２団体）等の事業を実施した。 

② 県等と連携した緑化推進啓発活動の実施 

地域でみどりのおもてなし事業を県等と協力し、県内４カ所（日光市、市貝町、大田原

市、小山市）で苗木の植樹や配布を行った。 

③ 令和７年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画・標語コンクールへの推薦 

緑化運動等の意識の啓発を図るため、国土緑化運動・育樹運動ポスター原画及び標語を

県内の学校及び一般県民から募集し、優秀作品を国土緑化推進機構に推薦した。 

・推薦数  ポスター原画   １１点（応募数３７点） 

     標語       １０点（応募数４６点） 

④ グリーンアドバイザー活動事業 

グリーンアドバイザー２名を配置し、各種緑化事業の普及広報及び県民からの緑化相談

などを行い、地域における緑化の推進を図った。 

 ・活動日数 ３８４日 

 

(2) 緑の募金事業 

緑の募金への協力を広く県民に呼びかけ、緑の大切さの周知及び緑化意識の高揚を図ると

ともに、緑の募金を活用した森林の整備や緑化の推進のための事業を実施した。 

① 緑の募金普及推進事業 

春秋の緑化月間を主体に、ダイレクトメールによる周知や苗木配布会の開催、緑の羽

根・ストラップ等の募金グッズの配布、テレビ・ラジオ放送などを行った。また、マロニ

エメイツの活動を通じ、緑化の推進や緑の募金に関する普及啓発を行った。 

・苗木配布会の開催    ３５会場、６，５７５本 

② とちぎ緑づくり推進事業 

学校における緑化活動資材の購入、市町緑化推進委員会における樹木の植栽や緑の普及

啓発等の活動に対し助成を行った。 

・小・中・高等・特別支援学校   １２６件 

・市町緑化推進委員会        １６件 

③ 緑のネットワーク事業 

各種団体等による緑化事業に助成を行った。 

④ 広域緑化推進事業 

国土緑化推進機構が行った全国的な見地からモデルとなる森林整備や緑化事業及び国

際協力としての緑化活動に対し支援を行った。 



 

(3) ゴルファー等による緑化推進協力事業 

ゴルフ緑化促進会からの助成金を活用し、緑豊かな住みよい県土づくりを進めるため、５

公共施設で緑化事業を実施した。 

・樹勢回復２本、植栽４５本 

        

(4) とちぎ緑の基金事業 

とちぎ緑の基金の運用益を活用し、名木・古木等の保全事業を実施した。 

①  名木・古木樹勢回復事業 

県・市町指定天然記念物である名木・古木の樹勢回復に対し、樹木の保護団体等に対し

助成を行った。 

・佐野市（丸獄山神社のケヤキ）、真岡市（仏生寺のけやき）、大田原市（磯上のヤマザ

クラ）、塩谷町（鳥羽新田のカヤの木） 

② 名木・古木松くい虫防除事業 

地域のシンボルとなっているマツに対し、松くい虫防除薬剤の散布を行った。 

・宇都宮高校ほか２７校、天然記念物等１５カ所（9，941㎡） 

  

(5) 緑の少年団育成事業 

次代を担う子どもたちが緑の大切さの理解を深めるため、栃木県緑の少年団連盟の活動

に対し支援を行った。 

・緑の少年団数：１６９団  団員数：３１，４７２人（令和７年３月３１日現在） 

     

(6) 学びと体験の学校緑化活動推進事業 

特色ある緑化活動・森林環境教育活動を行う１６校に助成し、活動支援を行った。 

 

 

２ 県民協働による森づくりの推進 

森づくりに関する情報の提供や緑の大切さの普及啓発等により、県民協働による森づくりの

推進を図った。 

(1) 森づくり情報等収集・提供事業 

森林・林業に関する情報を収集・発信するとともに、森づくり団体と森づくりサポータ

ーとのマッチングを図り、森林ボランティア等による森づくり活動を推進した。 

① 県民協働による森づくりの支援 

森づくり活動団体等の活動情報を収集し、情報誌等で発信するとともに、森づくり

サポーターとのマッチングを行った。また、森づくりに必要な機材等の貸出を行った。 

・情報誌「とちぎ森づくりリポート」の発行：２回 

         ・森づくりPRのぼり旗及び機材の貸出：１１団体 

 

(2) 森林及び自然環境の保全・整備に関する普及啓発事業  

安全・安心な県土づくりのための治山事業や森林の整備に不可欠な林道事業等に関する

県民の理解促進のため、広報宣伝、体験教室、功労者表彰及び優良工事等の全国への推薦

を実施した。また、豊かな自然環境の保全や生物多様性の確保のため、里山林整備のボラ

ンティア団体育成や森づくり団体等による活動の促進を図るイベントを開催した。 

① 広報宣伝 

治山・林道等、森林の保全整備に関する広報誌の配布等を行った。 

② 木と自然の体験教室 

県民を対象に、親子木工教室を通して木に親しみ、グリーンアドバイザーと森林観察を



 

しながら森林・林業に関する理解促進を図る「木と自然の体験教室」を開催した。 

・開催日：令和６年１０月１２日（土） 場所：とちぎわんぱく公園（壬生町） 

・参加者数：１０９名  

③ 表彰・コンクール 

治山・林道及び自然公園等施設事業に関する功労者の表彰並びに優良工事の審査を行い

全国表彰への推薦を行った。 

・功労者表彰：３名  

・民有林治山工事コンクール入賞：１社 

④ 山地防災講習会 

山地防災推進員等を対象に、山地防災についての知識習得のための講習会、及び小学生

を対象に、山地防災に関する基礎知識を習得し、防災意識の普及啓発のため、山地防災講

習会を開催した。 

・山地防災推進員等講習会 開催回数：４回 参加者数３８名 

・小学生山地防災講習会開催：１２校 参加者数４０２名 

⑤ 森林整備研修会 

森林経営管理制度について、市町職員が実務を行う上で必要な知識習得のための研修会

を開催した。 

・研修会：３回（制度の概要や具体的運用、現地視察） 

⑥ 森林ボランティア講座 

里山林整備のための知識、技術に関する講座や体験する機会を提供し、里山林整備等の

森づくり活動の人材を育成するため、とちぎ里山塾を開催した。 

・とちぎ里山塾：開講６回、受講者数３２名 

⑦ 情報交換、交流会 

魅力あふれる里山林を健全な姿で次世代へ引き継いでいくため、若い世代に里山の循環

利用への参加を促し、森づくりに関わる人材を育てるための取組について講演を行うとと

もに、県内で積極的に活動している団体の取り組み事例について発表を行った。 

・とちぎ地域・森づくりフォーラム開催（栃木県庁）：１回、受講者数９７名 

 

(3)  森林・山村多面的機能発揮対策事業 

林野庁から活動組織向けの交付金の交付を受け、県内各地の里山林等の整備を行ってい

る団体等の活動を審査し、交付金を交付したほか、その団体に対し必要な指導を行った。 

・交付金を交付した活動組織数：４６団体 

・整備された森林面積：３９０ha 

  

(4) 森林整備支援事業 

適切な経営管理が行われていない森林について、森林経営管理制度に基づき、市町で実

施した意向調査の結果等を受けて、地域の実情を踏まえた経営管理権集積計画の作成等 の

支援を行った。 

・集積計画の作成等支援：約９０ ha 

（宇都宮市、さくら市、那須烏山市、益子町、市貝町、那珂川町、那須町） 

        

 

 

 

 

 



 

３  林業労働力の確保育成 

森林の循環利用を促進し、持続可能な森林経営を図るための担い手である林業労働力の確

保・育成を行うため、林業労働力確保支援センターにおいて、森林施業技術習得への支援、新

規就業者確保のための林業体験の開催や林業魅力情報の配信、オンライン等就業相談、認定事

業体等における作業現場や雇用環境改善のための指導・助言などを実施した。 

(1)  森林施業技術習得支援 

県の委託事業を実施し、栃木県林業大学校が行う森林・林業に関する幅広い知識と林業の専門

的知識・技術等の修得に必要な研修課程に協力・支援した。 

①  林業大学校研修等支援事業 

座学、資格取得のための技能講習・特別教育、現場実習、インターンシップ巡回等の事

前準備や授業のサポートを実施した。 

 

(2)  担い手の確保 

新規就業希望者への林業体験等の実施、高校生等に対する就業セミナー等を開催した。 

①  緑の雇用支援事業 

林業への就業を希望する方や林業に興味を持つ方等を対象に、林業就業に関する相談、

情報提供等を実施した。 

②  林業・木材産業次世代育成推進事業 

高等学校等を訪問し、森林・林業の知識、林業就業に関する情報提供等を実施した。 

・林業魅力PR就業促進説明会（実施校：１０校、参加者数：４００名） 

③ 栃木県林業大学校ＰＲ事業 

林業大学校の学生募集、林業を職業と志す若者層を対象に、情報発信サイトの管理・運

営やＳＮＳの発信を実施した。また、学生募集用ポスターやイベント周知用チラシ等を作

成した。 

④ 林業・木材産業就業拡大支援事業 

ＵＩＪターン者を主なターゲットとして、林業の魅力を広く発信し林業就業者を確保す

るため、オンライン等就業相談を実施した。また、初心者でも安心して林業を体験できる

よう、ＶＲ等を使った林業体験を実施した。 

・オンライン就業相談（相談者数：３名、内訳：県内２名、県外１名） 

・林業就業体験 参加者：８名 

下刈り・丸太切り体験、ハーベスタシミュレーター、ＶＲ（チェーンソー） 

 

(3)  雇用環境の改善 

作業現場や雇用条件等を改善し合理的な雇用環境を確保するため、認定林業事業体等に

対する相談、指導、助言及び雇用促進のための調査を行った。 

①  認定事業体等への指導・助言 

・指導等事業体数：３９社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（事業の付属明細書） 

１ 会議 

年月日 事        項 

6.4.15  林務関係団体長会議、林業まつり実行委員会総会（栃木県庁） 

5.20  栃木県木材需要拡大協議会通常総会（書面） 

5.28  とちぎ環境・みどり推進機構監査（宇都宮市 河内庁舎別館） 

6. 5  とちぎ環境・みどり推進機構第1回理事会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

6.25  栃木県水源林造林協議会通常総会（宇都宮市） 

6.26  とちぎ環境・みどり推進機構令和６年度定時総会（宇都宮市 河内庁舎） 

6.27  とちぎの元気な森づくり県民会議総会（宇都宮市） 

7.3-4  関東甲静地区治山林道協会連絡協議会総会・研修会（千葉県） 

7. 9   山の日協議会総会（宇都宮市） 

8. 6 栃木県緑の少年団連盟総会 （書面） 

8.21   全国緑化推進委員会連絡協議会総会（東京都） 

8.21  全国緑の少年団連盟総会（東京都） 

8.22  国土緑化推進機構総会（東京都） 

9.11     日本治山治水協会総会（東京都） 

10.3-4  全国治山林道協会長会議（秋田県） 

10.28  とちぎ環境・みどり推進機構第２回理事会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

12.13  全国緑化推進委員会連絡協議会全体会議（東京都） 

7. 1.15  全国治山林道協会長会議、日本治山治水協会理事会（東京都） 

2.28  緑の募金運営協議会 （宇都宮市 河内庁舎別館） 

3. 3  とちぎ環境・みどり推進機構第３回理事会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

3.27  とちぎ環境・みどり推進機構令和６年度臨時総会（宇都宮市 河内庁舎大

会議室） 

 

 

 

２ 行事等 

年月日 事        項 

6. 4. 8  林業大学校落成式、入学式 

 4.12  マロニエメイツ任命式（栃木県議会議長室） 

5.25-26  全国植樹祭（岡山県） 

6.10  第１回公募事業等審査会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

8. 5  関東甲静地区治山林道協会連絡協議会要望活動（東京都） 

8. 8  森林の保全・整備事業等功労者等選考委員会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

8.21  とちぎ里山塾開講式（塩谷町 塩谷町役場） 

8.29  第２回公募事業等審査会（宇都宮市 河内庁舎別館） 

10. 3  全国緑化運動・育樹運動ポスターコンクール県審査会（宇都宮市 河内庁舎

別館） 

10.12  木と自然の体験教室（壬生町 とちぎわんぱく公園） 

10.16  鹿沼市緑化・森林愛護ポスターコンクール審査会（鹿沼市） 

10.19-20  全国育樹祭（福井県） 

11.18  治山林道・林団連要望活動（東京都） 

11.19  森林整備・治山事業促進議員連盟緊急決起大会（東京都） 

11.20  治山・林道のつどい、全国治山・林道コンクール表彰式（東京都） 



 

11.28  森林経営管理制度研修会（栃木県庁） 

11. 7  第３回公募事業等審査会（書面） 

12.18  とちぎ里山塾閉講式（塩谷町 宇都宮大学農学部附属船生演習林） 

12.23  栃木県みどりの功労者選考委員会（県庁） 

1.22  森林経営管理制度個別相談会（市貝町） 

1.29  とちぎ地域・森づくりフォーラム（栃木県庁） 

2.24  マロニエメイツ審査会（宇都宮市 ホテル東日本） 

 

 

 

３  令和６年度栃木県みどりの功労者表彰者 

 
 
 

４ 令和６年度森林の保全・整備事業等功労者表彰者 

 

 

 

５ 令和６年度治山・林道コンクール 

 

表 彰  区 分 受   賞   者    名 市  町  名 

栃木県知事表彰 亀岡八幡宮里山の会 益子町 

公益社団法人とちぎ環境・み
どり推進機構会長表彰 

黒磯地区婦人会 那須塩原市 

表 彰 区 分 受 賞 者 名 所   属 市  町  名 

栃木県知事表彰 井谷田 英人 （株）太田建設 那須塩原市 

栃木県環境森林部長表彰 秋山 正行 相良建設（株） 日光市 

公益社団法人とちぎ環境・みど

り推進機構会長表彰 
直井 秀城 （株）戸室組 佐野市 

表 彰 区 分 受 賞 者 名 箇所・路線名 中央コンクール名 

（一社） 

日本治山治水協会長賞 
（株）戸室組 地蔵山 

第４０回民有林治山工事

コンクール 


